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【はじめに】当院では、弾性ストッキングを用いて VTE 発症予防を図ってい
るが、皮膚トラブルが起こるケースを経験している。原因は様々だが、どの看
護師であっても標準的な方法での装着、装着後の観察が適切にできることを目
指したいと考えた。そこで、弾性ストッキングの標準的な装着方法を行うため
のアクティブラーニングを用いた教育介入（以下、介入）と、介入前後での装
着方法と知識の比較から、介入の効果を検討した。
【方法】手技観察とアンケートによる介入前の実態調査を実施。その後デモン
ストレーションと講義による介入を行い、介入前と同様の実態調査を行い、介
入の効果を確認した。
【結果】介入前後で実施率・正答率の上昇が見られた項目と低下した項目、変
化が見られない項目があった。
【考察】〈対象の属性〉弾性ストッキングの勉強会への参加経験と部署配属年数
から手技・知識不足が想定された。〈装着方法の手技獲得〉対象者の多くが初
めて知る手技があり、興味や関心が高まり、実施率が大幅に上昇した項目があ
ったが、実施率が低下した項目もあり、緊張などの心理的状況と条件を一定に
するための下肢モデルの使用が影響した可能性が考えられた。〈知識量増加〉
実際に使用している物品を用いてのデモンストレーションと、対象者参加型の
講義を行ったため、知識量増加が見られた。〈アクティブラーニングの効果〉
介入で講義中心であった項目は、正答率・実施率の低下が見られ、知識や手技
が獲得され、定着したとは言えない。しかし、講義を踏まえた上デモンストレ
ーションを行い、自ら体験した項目は実施率の上昇や正答率の上昇の変化が見
られた。
呼吸ケアチーム主導による
院内教育システム構築に向けた取り組み
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【取り組みの背景と目的】これまで当院で提供されてきた呼吸関連の学習機会
は、主に部署内で企画される学習会と、年一回の院内講座であった。部署内学
習会は伝聞的な学習形態であり、最新の知見を学ぶ機会に恵まれているとは言
い難い状態である。学習者のニーズ充足や満足度向上を可能にするためには、
組織が支援する効果的で効率的、魅力的な学習機会の提供が欠かせない。そこ
で、呼吸ケアチーム（以下、RCT）が、人工呼吸器装着期間の短縮や人工呼
吸器装着患者の安全管理とケア向上という一般的な役割を越えて、呼吸管理と
ケアに関する知識とスキルの普及を目的とした体系的な教育システムの構築に
向けた取り組みを開始した。
【方法】学習会をより効果的、効率的、魅力的にするために、1）学習会開催
日時と参加によって獲得できる具体的な到達目標の事前告知、2）学習会開始
時・中・後に、オーディエンス・レスポンス・システム（ARS）による参加
者の理解度確認、3）ARS の結果に基づく即時的でフレキシブルな研修内容
調整、4）人工呼吸器シミュレーターの使用によるより実践的な講義内容を組
み込んだ。
【実際】ARS や人工呼吸器シミュレーター使用時は事例を提示し、観察視点や
対応方法を参加者が考え、発言する参加型の学習会になるように工夫した。ま
た、新たな知識獲得だけでなく反復学習の機会を設けた。
【評価】学習会参加者総数は203名であった。学習会の構成に対する評価は、
ARS が示した目標達成率、学習会後アンケート結果から判断した。参加者
個々の目標達成度、理解度は85% 以上を示し、また、高い満足度が示された。
今回の取り組みは、学習会の質の向上に有効であると評価する。
【今後の課題】一部の学習機会に適用して効果が確認できた今回の取り組みを、
今後はRCT として提供したい学習内容全体に適用していきたい。
A看護専門学校における広報活性化への取り組みについて
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【はじめに】A 看護専門学校（当校）は、東日本大震災で壊滅的な被害を受け
た。その為、震災後1年目は近隣の大学の一角を借用、2年目以降は仮設校舎
で学校運営を行うという制約された環境を余儀なくされ、震災の影響で学生確
保が困難になることが予測された。そこで新たに広報担当者を置き、震災前と
変わらない良質な学生確保を図ることを目的に広報活動の活性化を図った。今
回その取り組みについて報告する。
【方法】広報担当者を決め、定期的に広報会議を開催した。更に、病院広報委
員会や本社主催の広報担当者研修会へ参加し多様な広報戦略を学んだ。また病
院総務企画課企画広報係と連携して広報活動をすすめた。
【結果】1．学生募集パンフレットに使用する写真をプロの方に依頼し、生き
生きとした学生の表情を撮ることができた。2．ホームページの更新回数を年
1回から行事ごとに更新することができた。3．院内誌の学校通信欄の確保や
日赤健康まつりで看護学校ブースを設置する等、学校をアピールする機会を増
やすことができた。4．震災前とほぼ変わらない倍率を確保する事ができた。
【まとめ】担当者が明確になる事で意図的な広報活動ができたと考えられる。
また、広報研修会へ参加し、その内容から多くを学ぶ事ができた。広報研修会
では、他施設の広報活動について知ることができ、意識の向上につながった。
仮設校舎とういう限られた施設での受験生確保に向けて広報の活性化に取り組
んだ結果、震災前と変わらない倍率を確保することができた。今年度は新校舎
へ移転し、格段に充実した施設となった。これを強みと捉え、更に良質な学生
確保のための広報活動を充実させていきたい。
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